マリーの思い出 オランダ編 : オットー・ノイラート3人目の妻の回想録 by 小林 純 et al.


















































1）とりあえず，小林純「幸福学者ノイラート―知識と実践―」，『立教経済学研究』60- 4 ，2007. 3 。
現在の到達段階を示すのは，桑田学「オットー・ノイラートにおける物理主義と経済科学」，『立教経








































6） Margarete Schütte‒Lihotzky，1897～2000. オーストリア初の女性建築家。グレーテは愛称。コミュ
ニストとして反ナチ運動でも有名。2004年に自伝『なぜ私は建築家になったか』（Warum ich Archi-
tektin wurde. Salzburg: Residenz）が出た。2005年の「ヴィーン市民の日」イベントのテーマは「女










「私が思い出すこと」（Marie Neurath， An was ich mich erinnere， in: Otto Neurath Nachlass. 
In Handschriften-， Autographen- und Nachlass-Sammlung， Österreichische National- bib-






「Ⅰ．若い頃　 1．子供時代， 2．学校時代， 3．大学時代．Ⅱ．オットー・ノイラートとと
もに　 1．ヴィーン， 2．オランダ， 3．イギリス．Ⅲ．オットー・ノイラートの死後」とな
っている。末尾には「1980， 1982」とあり，1980年に脱稿，82年に見直したものと想像される。







いてからマリーとオットーは正式に結婚した。 （24. 01. 2020.）
［追記］
昨年から今年にかけてロンドンで開かれる幾つかの催しの宣伝をウェブで知り，その中に「Women in 
Print Study Day: Marie Neurath and Her Contemporaries」，「Marie Neurath: Picturing Science」なるも
のを見つけた。マリーの再評価の機運が，いまある。 （03. 02. 2020）






















らって，「アイソティップ Isotip」（International System Of Teaching In Pictures）というの
にたどり着いた。だが，これでは名称としては受け入れられるものではないので，「アイソタ
イプ Isotype」9 ) としてみた。それから，是が非でもこれが頭文字の組合せとなるような，母
体の言葉を見つけださねばならなかった。百パーセント巧くいったとはいえないかもしれない
が，捨てるにはもったいなかった。オットーが帰宅すると，私は言った。「あなたにプレゼン
8）Basic English　オグデン（Charles Kay Ogden， 1889～1957）が考案し普及を目指した British 
American Scientifi c International Commercial の略称。850語よりなっており，うち600語が名詞，
150語が形容詞と副詞，100語が動詞と接続詞。ほとんどが図像をもちいて学べる。ラウトリッジ社の
編集者だったオグデンには『意味の意味』（共著，邦訳あり）など言語論・哲学などの著作がある。
9）Isotype　 Iso はギリシャ語で「同じ」，type は「型」。少数の同じ型を組合せて高度な内容を伝達
しようという意欲が込められた。母体の言葉としてマリーがひねり出したのが International System 
































10）Paul Marie Ghislain Otlet， 1868～1944. ベルギー人。図書分類法UDCの考案者。情報学から平和
のための国際活動に邁進。
































12）Ernest Nagel， 1901～1985. 10歳のときメーレンから移住。科学哲学者，カルナップらと論理実証
主義運動に関与。邦訳に『科学の構造　一般編・自然科学編・社会科学編』（松野安男訳，明治図書，
1968～69）。
13）Meyer Schapiro， 1904～1996. リトアニア生まれの美術史家，この当時はコロンビア大教員，反戦
運動に関与。後年ハーバード大教授。
































15） Lin Yutang， 林語堂， 1895～1976. ライプツィヒ大で中国哲学博士号取得。英語・中国語で言語学・
哲学・小説などの著作活動，当時米国に住み始めた。



































































19）Rudolf Carnap， 1891～1970. 論理実証主義の哲学者。1926年からヴィーンで活動，ヴィーン学団の
メンバー。1935年に渡米。ノイラートと大量に書簡を交換，それが「ノイラート遺品」に残されてい
る。



































































22）Joost van den Vondel， 1587～1679. オランダの著作家，戯曲作家。
23）Menno ter Braak， 1902～1940. オランダの文筆家。1932年に同志と文芸誌「Forum」を創刊。
24）Gerrity Mannoury， 1867～1956. アムステルダム大学で数学を教える。社会民主党・共産党党員，
1929年に除名されている。

































27）Philipp Rieger， 1916～2007. ユダヤ系オーストリア人。非合法運動でダッハウ収容所送りを体験。
のちロンドンで経済学を学び，後年は母国で労働・経済領域で活躍した。






























30）Wolfgang Schumann， 1887～1964. ライプツィヒで友人のオットーと戦争博物館を開く。バイエル
ン革命にオットーを誘い，オットーは逮捕されたがシューマンはその前に逃亡，一時仲が険悪になり
かけたが，のちに修復。
31）Leopold Reidemeister， 1900～1987. ロロは子供時代からの愛称。戦後，美術史家としてケルン市立，
ベルリン国立の美術館長を歴任。東洋美術研究の旅で1938年に日本を訪れた。


































































34）Gerd Arntz， 1900～1988. デザイナー。社会経済博物館時代からの共同作業者で「ヴィーン方式」
の中核的担い手。Friedrich Stadler （Hrsg.）， Arbeiterbildung in der Zwischenkriegszeit. Otto Neur-
ath ― Gert Arntz， Wien/München 1982に詳しい。























































































































37）Susan Stebbing， 1885～1943. 分析哲学者。英国初の女性哲学教授，ISOTYPE活動の支援者。
